






















































































































ゼンテーションは 3 人 1 組で，不登校に関す
る内容，いじめに関する内容から 2 つのテー
マを選択し，プレゼンテーション資料を事前に
（授業時間外に）Microsoft Power Point で作
成し，電子黒板を用いて発表することも説明し，
その割り振りも行った。








































会が実施しているもの（表 2 の 1 ～ 16）にオ
リジナルの設問（表 2 の 17 ～ 20）を追加し
て実施した。授業アンケートの項目は表 2 に
示した通りである。各項目について「5. はい」






第 1 回 オリエンテーション 【講義】
第 2 回 生徒指導の意義と課題　 【講義】
第 3 回 生徒指導体制と生徒指導計画 【講義】
第 4 回 校則，懲戒，体罰と生徒指導 【グループワーク】
第 5 回 児童生徒を取り巻く環境の変化と生徒指導 【講義】
第 6 回 生徒指導と教育相談 【講義】
第 7 回 不登校・引きこもりへの指導援助（1）現状と背景 【プレゼンテーション】
第 8 回 不登校・引きこもりへの指導援助（2）小学校 【プレゼンテーション】
第 9 回 不登校・引きこもりへの指導援助（3）中学校 【プレゼンテーション】
第 10 回 不登校・引きこもりへの指導援助（4）高等学校 【プレゼンテーション】
第 11 回 いじめへの指導援助（1）現状と背景　 【プレゼンテーション】
第 12 回 いじめへの指導援助（2）いじめをどう捉えるか　 【プレゼンテーション】
第 13 回 いじめへの指導援助（3）ネットいじめ 【プレゼンテーション】
第 14 回 いじめへの指導援助（4）いじめの予防 【プレゼンテーション】








































































































































































ゼンテーションに関する評価（項目 17 ～ 20）















































1. あなたの学力からみて理解できる授業ですか。 4.6 0.5 
2. 興味や関心が深まっていますか。 4.8 0.4 
3. シラバスに沿った内容ですか。 4.8 0.4 
4. 学生の私語などなく静かですか。 4.2 0.9 
5. 教員の話は聞き取りやすいですか。 4.7 0.5 
6. テキストや教材は理解に役に立っていますか。 4.6 1.2 
7. 教員の熱意は伝わってきますか。 4.6 0.9 
8. 黒板（パワーポイント等）の書き方や文字は見やすいですか。 4.8 0.6 
9. 教員は学生の参加（質問，発言）を促していますか。 5.0 0.0 
10. あなたはこの授業にどの程度出席していますか。 4.5 0.9 
11. あなたはこの授業のノートをとっていますか。 4.8 0.6 
12. あなたは時間外にこの授業の学習をしていますか。 4.4 1.2 
13. あなたはこの授業の宿題（課題）をやっていますか。 4.9 0.3 
14. あなたはシラバスを活用していますか，あるいはしましたか。 3.9 1.2 
15. 全体として，この授業に満足していますか。 4.6 0.7 
16. この授業に関連してオフィスアワーや学習相室を利用していますか。 2.3 1.7 
17. 自分たちで課題を調べることで勉強になりましたか。（何か学ぶことがありましたか。） 5.0 0.0 
18. 他のグループの発表を聞いて勉強になりましたか。（何か学ぶことがありましたか。）　 4.9 0.3 
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Abstract
【Purpose】The purpose of this paper was to examine active learning through the example of 
lessons that introduced active learning methods.
【Methods】The study took place in the “student guidance” class, of which the author was in charge, 
within the Yogo teacher training course. Lecture was composed mainly of student's discussion and 
presentation by students, and 12 students took a lecture. Discussion was conducted on the contents 
of school regulations, presentation was carried out with regard to school refusal and bullying. The 
contents of the written examination and contents of the class questionnaire were analyzed.
【Results】Analysis revealed that rather than a one-way lecture by the teacher, a lesson that 
incorporates active learning allows for subjective learning and thinking by the students, and active 
learning is thought to be highly effective for stimulating students’ active study. However, it was also 
clear that there is a problem with students feeling overloaded by the burden of preparation outside 
of class time.
【Conclusion】Active learning was thought to be highly effective for stimulating students' active 
learning. However, it is a future task to reduce the burden on students.
Key words : teacher training，yogo teacher，student guidance，active learning
Attempt of active learning for "Student guidance" 
in course of  Yogo teacher training
